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論文審査の結果の要旨

本論文は、焼結鉱製造プロセスにおけるマグネタイトの利用に関する基礎研究として、マグネタ

イト使用による固相間反応および初期融液生成挙動に及ぼす影響を明らかにし、焼結プロセスにお

けるマグネタイトの酸化速度を定式化し、得られた結果を焼結機シミュレーションモテ。ルに反映し

て評価を行い、焼結鉱製造プロセスにおいてマグネタイトが有効で、あることを示したもので、物質

プロセス工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと

認める。


